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オンプレミスとクラウドを
組み合わせリソースを確保

　「モンスターストライク」（以下、モンス
ト）は、自分のモンスターを引っ張って弾
き、敵のモンスターに当てて倒していくス
マートフォンの特性を活かした新感覚ア
クションRPGだ。最大4人まで同時に遊
べるマルチプレイが特徴で、2013年10
月の提供開始以来、世界累計利用者数
は5200万人を突破している。
　ミクシィではユーザーが快適にモンス
トを楽しめるよう、サービスの提供基盤
となるアプリケーションサーバーを自社
データセンターと複数のパブリッククラ
ウドに配置した、ハイブリッドかつマルチ
クラウドな環境で運用しており、オンプ

レミスのサーバーだけでも1000台に上
るという。
　巨大なシステムを構築・運用する上
で、ミクシィの吉野純平氏は「変更した
い時にいつでも変えられる構造のシステ
ムを作ること」、そして「バランスをどうと
るかが重要になります」と話す。オンプ
レミスのシステム開発には多くの時間と
労力が必要になるが、パブリッククラウ
ドを組み合わせることで、開発に専念す
る時間が確保できる。このバランスを心
掛けることで自分たちが目指すものを作
ることができる。
　ミクシィでは、モンストのサービスを開
始した2013年からオンプレミスと、パブ
リッククラウドによるハイブリッドクラウ
ドを導入。延べ8つのクラウドサービス

を利用し、最大200Gbpsのネットワー
ク帯域でオンプレミスとクラウド間を接
続してきた実績がある。
　モンストのシステムは、「バックアップ
サーバーから配線ルートまで余分にリ
ソースを用意し、可用性を担保していま
す。管理対象が増えるので大変ですが、
1系統が故障してもサービスが止まるこ
とはありません」、これを吉野氏は「N+2
から3の設計」と説明する。

IBM Cloudの低遅延接続と
ベアメタルサーバーを採用

　吉野氏は、N＋２または3の設計の考
え方の優れた点として、「いつでも問題
となるクラウドの使用を止められる」こと
を挙げる。１つのクラウドを止めても利
用者のプレイは止まらない設計なのだ。
この顧客目線の考え方は、オンプレミス
とクラウドのサーバー間の低遅延な接
続要求にも現れている。遅延時間はモン
ストを快適に楽しめるかどうかを大きく
左右するからだ。そのため、サーバー間
の遅延時間は１ミリ/秒以下を目標とし
ている。これらの要件を満たすクラウド
サービスとして「IBM Cloud」が採用され
ている。
　吉野氏は、「IBM Cloudはハイブリッ
ドクラウド・マルチクラウド環境でマイ

クロ秒レベルの低遅延が可能です。ミ
クシィのオンプレミスのデータセンター、
IBM Cloud、他社クラウド群を冗長化し
たネットワークを構成し、ユーザーが快
適にゲームを楽しめる環境を整えていま
す。データセンターとIBM Cloudのそれ
ぞれのアプリケーションサーバーの間で
１ミリ/秒という高速・低遅延の接続が
可能です」と評価する。
　ミクシィのデータセンターとIBM Cloud
のハイブリッドクラウド環境において、ミ
クシィの目標としている低遅延の要件を
可能にしているのがIBM Cloud Direct 
Linkだ。
　また、ミクシィはパブリッククラウド
に、「IBM Cloudベアメタルサーバー (物
理サーバー )」を利用。この「ベアメタル」
とは英語で「むき出しの金属」を意味し、
仮想化のためのハイパーバイザーが無
い物理サーバーを指している。その特徴
は、クラウドのウェブ管理画面やAPIを
通じて、仮想サーバーのような柔軟な対
応を物理サーバーで享受可能な点にあ
る。さらに、仮想サーバーでは到達でき
ないような、ハードウェアを直接アクセ
スする故の高いパフォーマンスやセキュ
リティが得られる点である。
　吉野氏は、「アクセスの増えるキャン

ペーンなど一時的なシステムの増減はク
ラウドで吸収するなどオンプレミスとクラ
ウドの連携によって投資を最適化できま
す。今後も、複数のパブリッククラウドを
利用したマルチクラウド、ハイブリッド環
境を適切に活用し、モンストの安定した
サービスをユーザーに提供していきます」
とミクシィのクラウド活用法を述べる。

Kubernetesでマルチクラウドの
オペレーションを共通化

　セッションの後半、日本IBMの髙良
真穂氏は「機敏性や柔軟性、繁忙期の
対応などを理由に、ハイブリッドクラウド
の利用が増えています。今後、企業のク
ラウドネイティブ適用が加速し、ハイブ
リッドクラウド、マルチクラウドが当たり
前になる時代を迎えています」と述べ、
新たな段階へと進む企業をサポートす
るIBMのソリューションを紹介した。
　その一例として、クラウドネイティブ
開発で利用されるコンテナと、オープン
ソースのコンテナオーケストレーション
ツールKubernetes（クーバネティス）の
技術について解説。まず、仮想サーバー

上のアプリケーションはクラウド環境に
依存するのに対し、コンテナ化したアプ
リケーションは実行環境があればどこで
も動作でき、クラウド間を移動すること
も可能だという。
　また、クラウド事業者は、クラウドのイ
ンフラと企業システムをつなぐAPIや
ツールを提供しているが、事業者ごとに
仕様が異なるため、企業は各クラウドに
合わせた対応が必要になり、容易にハ
イブリッドクラウドを利用できないとい
う課題がある点を指摘。
　髙良氏は、「Kubernetesは各クラウド
サービスの違いを吸収しオペレーション
を共通化でき、ハイブリッドクラウド、マ
ルチクラウドでのシステム開発を促進し
ます」と解説し、Kubernetes、OpenShift
のコンテナ技術をベースにアプリケー
ションの開発・テスト・運用に必要な
機能を提供する「IBM Cloud Paks」な
どを紹介。
　最後に、「IBMでは、今後も企業のハ
イブリッドクラウド、マルチクラウドの活
用を支援していきます」と髙良氏は意欲
を語り、講演を締めくくった。 
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「モンスターストライク」を運営する
ミクシィのクラウド活用術
スマホアプリ「モンスターストライク」を運営するミクシィでは自社データセンターでのオンプレ
ミス環境とパブリッククラウドを組み合わせ、利用者のことを考え抜いたサービス環境を構築
している。このクラウドサービスの1つに高速・低遅延でサーバー間接続が可能なIBM Cloud
を採用した。その背景などをミクシィの吉野純平氏と日本IBMの髙良真穂氏が解説する。
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今後クラウドネイティブの適用が加速し、それらを支える実行基盤が求められている
企業のハイブリッドクラウド採用の理由

Kubernetesは各クラウドベンダーのAPIの違いを吸収しオペレーションを共通化
ハイブリッドクラウド、マルチクラウドを加速するKubernetes
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日本アイ・ビー・エム株式会社
クラウド・ソリューション・アーキテクト
IBMクラウド エバンジェリスト

お客様
システムの
スタック

サーバー側の暗号化
（ファイルシステムやデータ）

オペレーティングシステム、ネットワーク、ファイアウォール構成

プラットフォーム、アプリケーション、IDとアクセス管理

お客様のデータ

クライアント側のデータ暗号化と
データ整合性認証

ソフトウエア
コンピュート ストレージ データベース ネットワーキング
ハードウエア／クラウド事業者  グローバルインフラストラクチャー
リージョン アベイラビリティゾーン エッジロケーション

ネットワークトラフィック保護
（暗号化／整合性／アイデンティティ）

Kubernetesで、同じレベルにAPIで操作可能に

ソフトウエア
コンピュート ストレージ データベース ネットワーキング
ハードウエア／クラウド事業者  グローバルインフラストラクチャー
リージョン アベイラビリティゾーン エッジロケーション

ソフトウエア
コンピュート ストレージ データベース ネットワーキング
ハードウエア／クラウド事業者  グローバルインフラストラクチャー
リージョン アベイラビリティゾーン エッジロケーション

G社クラウド A社クラウド M社クラウド

ハイブリッド
採用の理由

機敏性
素早く革新するために必要な柔軟性

ベンダーロックイン回避
一社のクラウドの機能に縛られない
価格競争により調達コストを下げる

可用性
繁忙期対応（クラウドバースト対応）
障害対策と災害対策

コンプライアンス＆セキュリティ
地理的に近いデータセンターを持つクラウドを使用
GDPR準拠のためEU地域のクラウドが簡単な解決策


